
新
宮
山
彦
ぐ
る
ー
ぷ
第
２
１
５
９
回 

 

行
仙
宿
の
巡
回
整
備
と
迎
春
準
備 

 

◇
実
施
日 

１
２
月
１
９
日
（
日
） 

 
 
 
 
 
 

小
雪 

◇
参
加
者 

 

新
宮 

 

沖
崎
吉
信
、
生
熊
敏
男
・
千
万
子
、
児
嶋
道
夫
、
濱
野
兼
吉
、 

中
前
偉
、
内
野
井
愼
搾
、
大
江
加
予
子
・
徳
子
、
畑
林
清
子 

 

熊
野 

 

西
克
、
岩
本
信
行
、
山
川
自
知 

 

奈
良 

 

志
岐
敬
、
山
本
直
子
、
高
橋
桂
太
、
佐
藤
優
美
子 

 

和
歌
山 

瀧
本
昭
太
郎 

 

大
阪 

 

梶
野
照
雄
、
青
木
宏
允 

 

兵
庫 

 

坂
田
洋
子
（
青
木
、
坂
田
は
前
泊
） 
 
 
 
 

２
１
名 

  

週
末
の
天
気
予
報
を
見
る
と
、
寒
気
が
南
下
し
て
雪
の
可
能
性
が
大
で
あ
る
。 

今
年
最
後
の
行
事
で
あ
り
参
加
申
し
込
み
も
多
く
、
冬
用
タ
イ
ヤ
装
着
車
の
確 

保
が
絶
対
に
必
要
と
な
っ
た
。
中
前
君
の
参
加
申
し
込
み
が
あ
っ
た
の
で
、
私 

の
車
と
で
２
台
は
確
保
で
き
た
。
御
供
品
や
飾
り
物
な
ど
で
荷
物
が
多
く
、
最 

低
３
台
は
必
要
だ
。
続
い
て
徳
子
ち
ゃ
ん
か
ら
も
参
加
申
し
込
み
が
あ
り
、
タ 

イ
ヤ
交
換
し
て
参
加
す
る
そ
う
だ
。 

ヤ
レ
ヤ
レ
、
３
台
の
車
が
確
保
で
き
て
新
宮
組
１
０
人
と
熊
野
の
３
人
に
高
橋 

君
を
加
え
た
１
４
名
が
乗
車
可
能
と
な
っ
た
。 

午
前
８
時
３
０
分
、
下
北
山
村
役
場
の
駐
車
場
に
集
合
す
る
。
熊
野
の
西
さ
ん 

は
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
を
装
着
し
て
来
ら
れ
た
の
で
、
雪
道
の
運
転
経
験
の 

た
め
に
登
山
口
ま
で
乗
り
入
れ
て
頂
く
こ
と
に
し
た
。 

 
 

 
 

 

登
山
口
に
集
合 

 
 
 

 
 

 

し
め
縄
取
替 

 
 
 

 
 

 

行
仙
宿
に
着
く 

役
場
を
出
て
Ｒ
４
２
５
を
１
０
分
ほ
ど
進
む
と
道
路
脇
に
雪
が
目
立
つ
よ
う 

に
な
っ
て
き
た
。
昨
日
、
梶
野
君
と
電
話
で
の
や
り
取
り
で
作
業
の
項
目
や 

段
取
り
を
確
認
し
合
っ
た
時
に
青
木
、
坂
田
の
２
名
が
前
日
に
行
仙
宿
に
入
っ

て
い
る
こ
と
や
、
早
朝
の
伯
母
峰
ト
ン
ネ
ル
の
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
で
路
面
の
積
雪

確
認
し
、
一
部
の
橋
梁
上
は
凍
結
も
あ
る
よ
う
だ
、
と
聞
か
さ
れ
た
。
今
日
の

Ｒ
４
２
５
も
俱
利
伽
羅
谷
に
架
か
る
橋
あ
た
り
か
ら
積
雪
が
あ
る
だ
ろ
う
と

の
話
通
り
、
路
面
が
真
っ
白
に
な
っ
て
き
た
。 

一
年
ぶ
り
の
雪
道
だ
。
ワ
ク
ワ
ク
、
ド
キ
ド
キ
。
ゆ
っ
く
り
慎
重
に
進
む
。 

橋
か
ら
１
㎞
ほ
ど
進
ん
だ
道
路
脇
に
一
台
の
車
が
駐
車
し
て
い
る
。
よ
く
見
る

と
青
木
車
で
は
な
い
か
。
こ
こ
か
ら
歩
い
た
よ
う
だ
が
、
理
由
が
良
く
判
ら
な

い
ま
ま
登
山
口
に
着
い
た
。
梶
野
車
の
３
人
は
先
着
し
て
い
て
、
程
な
く
瀧
本
、

佐
藤
の
お
二
人
も
到
着
し
て
全
員
が
揃
っ
た
。 

本
日
の
作
業
メ
ニ
ュ
ー
と
段
取
り
を
全
員
に
説
明
す
る
。
最
近
、
作
業
前
の
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
を
必
ず
行
う
よ
う
に
し
て
い
る
。
こ
れ
は
以
前
、
三
井
さ
ん
か
ら



の
ア
ド
バ
イ
ス
で
「
私
の
仕
事
は
製
造
業
で
、
現
役
時
代
に
は
“
安
全
第
一
”

を
念
頭
に
、
毎
日
、
危
険
予
知
訓
練
を
繰
り
返
し
伝
え
て
い
ま
し
た
。
内
容
を

曖
昧
な
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
皆
の
顔
つ
き
が
違
う
よ
う
に
、
自
由
勝
手
な
自

己
流
で
始
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
作
業
内
容
の
理
解
、
作
業
中
に
起
こ
る
か
も

し
れ
な
い
危
険
因
子
の
理
解
な
ど
を
作
業
前
に
周
知
す
る
こ
と
で
、
か
な
り
防

ぐ
こ
と
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。
川
島
、
山
川
両
氏
の
事
も
あ
っ
た
の
で
、
再

発
防
止
の
観
点
か
ら
、
作
業
前
に
“
気
を
付
け
よ
う
”
だ
け
で
は
な
く
“
危
険

予
知
”
を
し
て
か
ら
始
め
る
べ
き
で
す
」
と
。 

ま
だ
ま
だ
十
分
で
は
な
い
が
都
度
々
充
実
の
必
要
が
あ
る
。
今
回
、
メ
ニ
ュ
ー

の
一
つ
で
あ
っ
た
モ
ノ
レ
ー
ル
脇
の
間
伐
材
の
整
理
や
回
収
を
、
積
雪
の
た
め

に
中
止
と
し
た
こ
と
は
正
解
だ
ろ
う
。 

補
給
路
の
途
中
、
水
場
の
し
め
縄
を
交
換
、
川
島
さ
ん
の
追
悼
碑
は
児
嶋
さ
ん

が
作
っ
て
く
れ
た
木
製
の
も
の
に
取
り
換
え
た
。 

 
 

 
 

 

お
堂
の
大
掃
除 

 
 
 

 
 

床
を
掃
除
機
で 

 
 
 

 

水
場
の
し
め
縄 

モ
ノ
レ
ー
ル
終
点
か
ら
は
、
迎
春
用
品
や
御
供
の
ほ
か
リ
ン
ゴ
木
箱
と
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
２
個
を
手
分
け
し
て
荷
揚
げ
し
た
。 

モ
ノ
レ
ー
ル
終
点
上
の
浦
向
道
分
岐
あ
た
り
か
ら
雪
が
深
く
な
り
、
ゴ
ム
長
の

足
先
が
冷
た
い
の
な
ん
の
。
１
０
時
頃
か
ら
順
次
行
仙
宿
に
到
着
、
坂
田
さ
ん

が
お
堂
の
横
で
皆
を
出
迎
え
て
く
れ
た
。 

早
速
荷
揚
げ
し
た
荷
物
の
仕
分
け
や
作
業
分
担
を
行
う
が
、
青
木
、
坂
田
の
両

氏
か
ら
窓
拭
き
、
ト
イ
レ
掃
除
、
小
屋
内
の
箒
が
け
は
行
っ
た
と
の
話
が
あ
っ

た
。 

 
 

 
 

 

チ
ェ
ー
ン
を
取
り
付
け 

 
 

 
 
 

昼
食 

 
 
 
 

 
 

 
 

本
日
の
参
加
者 

モ
ノ
レ
ー
ル
傍
の
間
伐
材
整
理
を
中
止
し
た
の
で
、
午
後
に
予
定
し
て
い
た
水

場
の
整
備
は
午
前
中
に
行
っ
た
。
水
場
で
は
し
め
縄
の
取
替
と
長
年
の
懸
案
で

あ
っ
た
転
落
防
止
策
を
講
じ
る
予
定
だ
。
水
場
に
数
人
が
向
か
っ
た
後
、
小
屋

内
に
し
め
縄
が
残
さ
れ
て
い
た
。
青
木
、
坂
田
の
お
二
人
が
後
を
追
っ
て
届
け

て
く
れ
た
が
、
何
時
に
何
人
が
降
り
た
の
か
も
判
ら
ず
、
確
認
も
無
か
っ
た
よ

う
だ
。
今
後
は
声
掛
け
が
必
要
だ
。 

 

迎
春
準
備
は
各
小
屋
の
整
理
、
清
掃
、
御
供
の
取
替
と
迎
春
用
品
の
設
置
が



主
な
目
的
で
、
今
回
は
２
１
名
の
参
加
と
大
人
数
な
の
で
、
作
業
の
割
り
当
て

や
お
願
い
が
十
分
に
行
き
渡
ら
な
か
っ
た
と
、
う
れ
し
い
悲
鳴
で
あ
る
。 

１
１
時
半
過
ぎ
に
水
場
班
が
戻
り
昼
食
と
し
た
。 

今
日
は
午
後
か
ら
天
気
回
復
の
予
報
で
、
青
空
が
見
え
て
く
る
か
と
思
っ
て

い
た
が
そ
う
甘
く
は
無
か
っ
た
。
風
雪
が
徐
々
に
強
く
な
り
午
後
の
作
業
は
無

理
な
よ
う
だ
。
持
ち
帰
る
不
用
品
な
ど
の
選
別
を
行
っ
て
作
業
を
終
え
た
。 

 
 

 
 

 

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
の
除
雪 

 
 
 
 
 

 
 
 

お
堂
で
勤
行 

梶
野
君
の
姿
が
見
え
な
い
と
思
っ
て
い
た
ら
、
一
人
で
屋
根
に
上
が
っ
て
ソ

ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
の
除
雪
を
行
っ
て
い
た
。
そ
う
い
え
ば
小
屋
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
が

突
然
消
え
て
し
ま
っ
た
。
２
時
間
た
っ
た
の
か
と
思
っ
て
い
た
が
そ
う
で
は
な

く
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
の
積
雪
で
バ
ッ
テ
リ
ー
に
充
電
で
き
な
く
な
っ
て
い
た

ら
し
い
。
冬
季
は
行
仙
宿
に
限
ら
ず
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
の
除
雪
が
必
要
な
よ

う
だ
。 

 

外
は
寒
い
の
で
小
屋
内
で
集
合
写
真
を
撮
っ
て
、
行
者
堂
で
勤
行
。
中
前

君
導
師
で
山
川
さ
ん
の
ご
冥
福
と
来
年
の
作
業
安
全
を
祈
念
し
、
大
峯
７
５
靡

勤
行
を
あ
げ
て
頂
き
、
今
年
の
行
事
を
終
え
た
。 

風
も
強
く
、
頭
や
肩
に
雪
が
積
も
る
中
を
下
山
し
た
。 

 
 

 
 

 

雪
の
中
を
下
山 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

無
事
下
山 

千
日
刈
峰
行
が
昭
和
５
９
年
に
ス
タ
ー
ト
し
て
、
３
７
年
間
を
要
し
て
本
年
１

１
月
に
２
０
０
０
回
目
の
行
事
を
迎
え
た
。
玉
岡
さ
ん
や
諸
先
輩
方
の
大
変
な

ご
苦
労
に
思
い
を
馳
せ
る
と
共
に
、
当
時
の
ご
苦
労
や
思
い
を
風
化
さ
せ
る
こ

と
が
な
い
よ
う
に
し
た
い
。
本
日
参
加
し
て
下
さ
っ
た
皆
さ
ん
に
、
千
日
刈
峰

行
の
第
一
回
目
と
第
二
回
目
の
レ
ポ
ー
ト
と
「
千
日
刈
峰
行
と
そ
の
展
開
」
を

コ
ピ
ー
し
て
お
渡
し
し
た
。 

 

皆
さ
ん
良
い
お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。
本
年
も
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
記
；
沖
崎
） 

 

行
動
タ
イ
ム 

 

補
給
路
登
山
口09
：10

→10

：15

行
仙
宿13

：40

→14

：20

補
給
路
登
山
口 


